
学
界
消
念

　
　
読
　
史
　
会

　
三
月
例
会

　
　
三
刃
　
四
日
（
土
）
午
後
｛
時
よ
り

　
　
於
・
楽
友
会
館
（
幽
月
も
同
じ
）

　
　
親
鰯
上
人
伝
絵
に
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
　
　
　
　
　
猛
瀞

　
掴
屑
例
会

　
　
四
月
＝
目
（
働
剛
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
古
代
の
軍
事
紐
織
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
軍
防
令
の
習
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
　
　
　
　
携

志

　
西
洋
史
読
書
会
第
十
｝
回
春
季
大
会

昭
和
三
十
九
年
四
月
二
十
九
日
（
祝
）

　
於
京
都
大
学
法
経
第
七
番
教
室

　
統
一
テ
i
岬
、
〈
歴
史
分
析
の
諸
方
法
〉

　
　
　
　
紹
介
と
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー

　
讐
ナ
七
世
紀
の
　
毅
的
危
機
砿
論
と
英
岡
の
人
目

　
　
及
び
経
済
の
成
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趨
　
北
　
　
稔

　
文
化
史
へ
の
精
神
分
析
的
一
h
万
法
の
適
矯

　
　
　
　
　
「
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
臼
我
」
を
鋼
と

　
　
　
　
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爪
　
　
貫
　
　
徹

大
衆
民
主
訳
義
論
と
ド
イ
ツ
政
党
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
η
　
置
　
　
層
日
‘

現
代
ア
メ
リ
カ
の
…
思
想
的
風
土

　
　
　
　
禁
漁
法
運
財
を
め
ぐ
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
　
郵
　
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
’
　
　
一
　
　
　
重
ノ

絶
対
主
義
の
政
治
的
風
土

　
　
　
　
と
く
に
エ
リ
ザ
覇
政
治
の
入
闘
学
的

　
　
　
　
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
　
鯉
　
武

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

雄佑1’：L’

　
人
文
地
理
学
会

第
騰
四
則
鋼
会

　
三
十
八
年
ナ
一
月
三
十
日
　
於
　
立
命
館
大
学

　
紀
ノ
川
下
流
域
平
野
の
地
形
と
土
地
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
下
　
雅
　
義

　
北
部
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業

　
　
　
　
乾
燥
農
業
か
ら
灌
概
農
業
へ
の
移
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
　
地
　
利
　
明

　
粥
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
印
象
　
　
　
　
山
口
平
四
郎
［

鎗
五
鷲
回
例
会

　
三
十
九
年
二
月
二
十
九
日
於
京
都
大
学
教
養
離

　
愛
媛
泉
佐
田
岬
半
島
学
術
調
査
報
告

　
　
総
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

　
産
業
構
造
　
　
　
　
　
　
西
　
村
　
睦
　
男

漁農集

業業落

窪
田
哲

郎

藤
村
電
美

井

J：；

庄

足
利
健
ワじ

山
il奇

俊
郎

窮
蹴
轟
ハ
回
触
例
A
澱

旱
九
年
四
塁
＋
吾
於
墜
大
学
学
芸
学

　
宣
回
知
県
に
お
け
る
園
芸
の
立
地
形
成
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
英
　
夫

　
旧
城
下
町
に
お
け
る
ア
ー
バ
ン
フ
リ
ン
ジ
に
つ
い
て

　
　
の
一
考
察
　
　
　
　
　
酋
田
彦
　
一

　
企
業
の
集
団
立
地
に
つ
い
て
　
春
　
口
　
茂
　
男

142　（474）



雀会

会

告

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
本
会
役
員
の
任
期
は
、
さ
る
三
月
三
十
一
9
を
も
っ
て
満
了
し
た

し
ま
し
た
が
、
評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
役
員

は
次
の
と
う
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

理
出
機

理
事

監
事

評
議
員

田
村
実
造

＊
赤
松
俊
秀

井
上
響
勇

小
葉
田
淳

時
野
谷
　
勝

西
村
睦
男

藤
岡
謙
二
郎

宮
崎
　
市
定

今会内
中田田

　　ぷ　
ぷ

羽中佐織秋Rヨ　　　LI＿1　　イ白　　　田　　　山

　治　武国
明一富雄三

＊
前
川
貞
次
郎

村
松
繁
樹

吟
風
　
　
藤
　
　
直
幹

雄
次
　
　
石
田
　
一
良

寛
司
　
　
岩
城
隆
利

＊
有
光
教
一

員
塚
茂
樹

柴
田
　
　
実

、
長
広
敏
雄

林
歴
辰
三
郎

水
野
　
清
一

森
　
　
鹿
三

（
零
印
欝
務
㌧

岡

崎
今
津

敬　晃

小
畑

，
岸

小
牧

水
津

澄
田

竹
内

埋正一実俊龍
三…朗繁男雄

奈
良
本
辰
也

野
間
　
三
郎

林
　
健
太
郎

平
鋼
敏
治
郎

藤
原
利
一
郎

　
　
　
前
田

　
　
　
三
品

　
　
　
村
山

　
　
　
山
本

委
員
　
　
越
智

　
　
　
水
津

　
　
　
熱
田

　
　
　
望
田

一
良
“

彰
英

修
一

達
郎

武
臣一

朗

　
公

幸
男

越
智
武
臣

慶
松
光
雄

酒
井
　
三
郎

末
永
　
雅
雄

曾
我
部
静
雄

角
田
　
文
衛

西
井
　
克
巳

萩
原
淳
平

樋
口
　
隆
康

福
尾
猛
市
郎

吉成樋岸横山水松別
本田口　田崎川井揮
発孝隆俊健　 温母型
俊三康男一宏二敏彦

　
　
弘
二
郎

日
野
開
三
郎

藤
井
　
　
駿

宝
月
　
圭
吾

松
本
信
広

宮
崎
　
円
遵

山
口
平
四
郎

米
倉
　
二
郎

佐
藤
　
　
長

朝
尾
　
直
弘

藤
善
真
澄

原野豊高三佐小木
　上田瀬木藤林内
郷俊重成行信
郎静尭雄高長雄i蔵
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（
な
お
、
前
監
事
　
村
照
数
之
亮
氏
は
、
本
会
顧
問
に
推
薦
い
た

し
ま
し
た
。
）

「
史
林
扁
の
建
頁
お
よ
び
定
価
の
改
訂
に
つ
い
て

　
最
近
、
印
刷
代
の
相
つ
ぐ
値
上
が
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
皆

様
も
よ
く
御
存
知
の
こ
と
と
存
じ
衷
す
。
当
会
で
は
、
諸
経
費
を
で

き
る
だ
け
き
り
つ
め
て
印
刷
代
の
値
上
が
り
分
を
吸
収
す
る
よ
う
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
も
は
や
限
度
を
こ
え
る
い

た
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
今
年
度
（
四
七
巻
三
号
）
よ
り
、

や
む
な
く
建
頁
を
約
一
割
潮
減
し
、
毎
号
一
四
四
頁
建
を
標
準
と
い

た
し
ま
す
。
　
（
年
間
八
六
四
頁
）

　
五
年
前
の
四
二
巻
よ
り
増
頁
を
行
な
っ
て
以
来
、
毎
巻
一
、
O
O

O
頁
前
後
を
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
史
林
」
が
、
こ
こ
に
い
た

っ
て
一
一
削
減
を
行
な
い
ま
す
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
会
費
で
は
、
従
来
の
建
頁
を
維
持
す
る
こ
と
は
ど
う
し

て
も
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
此
辺
の
事
情
、
何
と
ぞ
ご
了
承
下
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
と
と
も
に
毎
号
の
定
簡
を
従
来
の
二
〇
〇
円
か
ら
二

四
〇
円
に
改
訂
い
た
し
ま
す
。
　
（
会
費
の
方
は
年
額
一
、
二
〇
〇
諭

す
え
食
き
で
す
。
ま
た
会
費
残
高
の
計
算
は
、
奥
付
表
示
価
格
に
よ

ら
ず
、
毎
号
二
〇
〇
円
と
し
て
計
誓
い
た
し
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
下

さ
い
。
）
合
せ
て
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
今
秋
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
「
会
員
名
撫
偏
を
発
刊

い
た
し
ま
す
。
そ
の
資
料
を
兼
ね
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
同
封
い
た

し
ま
し
た
。
勢
位
の
住
着
、
勤
務
先
の
ほ
か
、
電
話
番
号
を
ご
記
入

下
さ
い
。
ま
た
、
　
「
史
林
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
本
会
運
営
に
対
す

る
ご
意
見
な
ど
、
遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
な
お
、
な
る
べ
く

早
い
爲
に
ご
返
送
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
　
研
　
究
　
会

　
会
　
員
各
　
位

巫
飽
犠
嬰
語
言
定
璽
四
〇
円

　
史

林
＾
第
四
七
巻
馨
二
号
）

　
　
　
　
窟
郡
霞
磁
京
区
吉
田
塞
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
蓉
京
都
五
…
五
五
番

　
　
　
　
　
埋
事
長
　
田
　
　
村
　
　
実
　
　
造

　
　
　
京
都
市
下
京
区
潤
七
条
彿
携
ノ
内
中
町
五
〇

印
嗣
瓶
　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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訂
正
　
四
七
巻
二
号

・
書
評
執
筆
三
口
藤
猛

氏
の
現
職
（
京
都
大
学

助
手
）
は
（
大
阪
外
国

語
大
学
講
師
）
の
誤
り

で
し
た
。
謹
し
ん
で
訂

正
い
た
し
ま
す
。


